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「使 え る英語」 が身につ く英語授業の イ メ
ー ジ

一 高校英語授業 に関す る予備調査結果か ら一
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　　　　　　　　　　　 Communication 　Abilities
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This　research 　note 　describes　 experimental 　 results　to　extract　features　 of 　students
’

leaming　activities 　through　English　classes 　at　high　school ．　The　primary　purpose　is　to

show 　factors　that　influence　on 　their　awareness 　of 　inability　to　speak 　in　English．　A

questionnaire　was 　issued　to　48　Japanese　university 　students 　and 　the　collected 　data　was

analyzed 　by　using 　a　decision　tree．　The　results 　indicated　that（a）the　most 　influential

factor　was 　Iistening　activities ，（b）writing 　activities 　and 　grammar　leaming　were 　also

recognized 　as　influential　 factors
，
　 and （c）teachers

’
English　use 　 in　class　was 　not

extracted 　as 　the　factor．　Based　on 　the　results
，
　the　image　of 　communicative 　English　class

was 　presented．

Keywords：high　school ，　English　class ，　communication 　abilities
，
　speaking

1．は じめに

　平成 25 年度 よ り全面実施 とな っ た 『高等学校学習指導要領』（文部科学省，2010）におい

て は， 4 技能 （「聞 くこ と」 「話す こ と 」 「読む こ と」 及び 「書 く こ と」） の 総合的な指導を

通 し て ， 2 つ 以上 の 技能 を組み合わ せ て 統合的に 活用 で きる 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力」

の 育成が 重視 され て い る、「授業は英語 で行 う こ とを基本 とす る 」 こ と が 明記 され ，生徒が

英語に触 れ る機会を充実 させ ，授業を実際 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 場面 とす る こ とが求め ら

れて い る。これまで の 「英語 の 文法や語彙 の 知識 を教 え る」 こ とを 中心 と した 高校の 英語

授業か ら ，
「生徒が英語 に触れ ， 英語 を使 い なが ら ， 思考 ・判断 ・表現 力を高める ため の 言

語活 動」 を 中心 に し た授 業 へ の 転換が 強 く打 ち出され る 内容 とな っ て い る。

　前回 （中学校 ：平成 10年 12月 ，高校 ：平成 11年 3月）の 改訂 で は，実践的 コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン能力の 育成が重視 され，特に 『中学校学習指導要領』（文部科学省，1999）で は ，

従 前の 「全体 と し て 4 技 能 の バ ラ ン ス を取る指導」 か ら，「聞 くこ と」 と 「話す こ と」 に 重

点 化 した指導 へ の 転換が求め られ た。こ れ を受 けて高等学校で は，中学校英語 との 接続科

目となる 「英語 1」 の 取 り扱い として 「中学校 にお ける音声に よ る コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能

力 を重 視 し た指導を踏ま え，聞 く こ と及 び話す こ との 活 動を多 く取 り入れなが ら，読む こ

とお よび書 くこ とを含め た四っ の 領域 の言語活動を総合的，有機的に関連 させ て 指導す る」

こ と （文 部科学省，2000）が 明記 され た 。
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　今 回 の 調査対象とな っ た 2 ・3 年次生 （平成 25 ・26 年度入学生）は，平成 10 ・11 年度

版指導要領に基 づ く中 ・高 6 年間の 英語教育を受け て きた 学生 た ち で あ り，中学校時代に

は 「聞く こ と」 「話す こ と」に重 点化 され た授 業で ，高校時代に は 「聞 くこ と」 「話す こ と」

を多く取 り入れ た授業で 英語 を学ぶ機会が 与え られ て きた 。
こ の よ うな実践的 コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン能力の 育成を重視 した指導要 領 の 性 格 と構成を勘案す る と，そ の 教育効果 とし て

は ，「読む こ と」 「書 くこ と」 よりも，「聞くこ と」 「話す こ と」 の 技 能習得が促進 され る と

考え られ る 。 しか し，初回授 業時に 英文学科生 48 名を対象 として実施 した 「高校時代 の 英

語授業に関する ア ン ケー ト」 にお い て 「最 も不 足 して い る技 能」 に つ い て 白己評価を依頼

した と こ ろ ， 37 名 （77．1
°

／。）が 「話す こ と」 と回答 し た。これに 「聞 くこ と」 と回答 した 5

名 を加 え る と，実に 全体の 87．5°
／。を 占める学生た ちが ， 中学校 ・高校時代 には指導重点 と

され て い た 技能の 不 足 を感 じて い る実態が浮かび上 が っ て きた。

　今回 の 改訂で は ，「情報や考えな どを的確に理解 し，適切 に伝 え る こ との で きる コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 能力」 とい う，これま で 以上 に高い レ ベ ル の伝 達能力を養 っ て い く こ と （文部

科学省，2010）が求め られ て い る。こ の よ うな 目標 達成 に向 け て ，「日指導要領に お い て 指導

重点 化 され て い た に もか かわ らず，「話す こ と1 の 技能促進が十分 に図 られ なか っ た原因 ・

理 由を明 らか に し て お く こ とは ，
こ れ か らの 教室 にお け る指導内容 ・方法の 改善を行 う上

で参考にな る と思 われ る。そ こ で ，原因究明を行 うた め の 予備調査 として 今回 の ア ン ケ
ー

ト結果の 分析 を行 い ，対 象学生た ちが 実際に教室 で 受 け て きた授業内容 ・方法の パ ターン

を分類 して ，使 える英語の 基盤 となる コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力が 身に つ く英語 授業の イ メ

ージ描出を試み る こ とに した。

2．調査方法

2．1 対象者

　今回 の調査対象者は，首都圏 の 私 立大学英文学科に在籍す る大学 2 年生お よび 3 年生 48

名 で
， 入 学時に実施 した TOEFL 　ITP の 学科平均得点に よる と，英語力の レ ベ ル は それ ぞれ

441．1 （2 年生），433．7 （3 年生）で あっ た。教職課程科 目で ある 「英語科教育研 究 1 （3 年

次対象）」 お よび 「英語科 教育研 究 3 （2 年次対象）」 を受講 し て い る学生 で ，授業中に担 当

教員 （筆者）の 依頼に 応 じ て 回 答 し た。調査 開始時 に 口 頭に て 依頼 し
， 合意 を得た 。

2．2 方法

　調 査 は ，2015 年 4 月 7 日 （火 ）お よ び 13 日 （月）の 各 初回授業時 に ，個別記入式 の 質問

紙 を配付 しそ の 場で回答す る集合調査 形 式に よ っ て 行われ た。回答 は個 々 の 学生 の 英語学

習経験 を把握す るた め に 記名で 依頼 し た。実施時間は ， 依頼 ・説明 と回答を含め て 15分程

度で あ っ た。

2．3 内容 と分析方法

　本調査の 質問紙を付録 に示 す。質問内容は表 ユ にあ る よ うに ，質問 1 か ら質問 10 で 構成

され て い た 。 調査デ
ー

タ の 分析方法 とし て ，まず高校の 英語 授業全般に関 わ る質問 1 〜 3

の 多肢選択法 （単
一

）に よ る回答に つ い て は，度数を単純集 計し て グラ フ 化 を行 い
， 回答

傾向 の 特 徴 を探っ た。あわせ て ，調査 の 主 目的で ある 「最 も不 足 して い る と感 じ る 技 能 」
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に対する回答状況の 集計も行 っ た。

表 1　 質 問紙の 構成

1．高校時代の 英語 「好き 」 「嫌 い 」

2．高校英語授業 の 重点

3．授 業にお ける教師の 英語使用状況

4．リス ニ ン グ の 授業内容 と方法

5．ス ピー
キ ン グの 授 業内容 と方法

6．リ
ーディ ン グ の 授業内容 と方 法

7．ライテ ィ ン グの 授業内容 と方法

8．新出語句 の授業内容 と方法

9，文法項 目 の 授業内容 と方法

10．最 も不足 して い る と感 じ る技能

　次に，質問項 目 4 〜 9 の 自由回答法に よる記 述デー
タ につ い て は，グラ ウ ン デ ッ ド ・セ

オ リ
ー ・ア プ ロ

ー
チ （grounded　theory 　approach ： GTA ）に よる言語デー

タ分類手法の 1 つ で

あ る 「オ ープ ン ・コ
ーデ ィ ン グ （open 　coding ）」 （住，2012 ）を参 考に して 分析を行 っ た 。 具

体的には，質問項 目ご との 言語デー
タ を分析単位 に分割する切片化 を行い ，切片化 された

それぞれ の デー
タ の 活 動 目的と内容 ・方法に基づ き ラベ ル （コ

ー
ド）付 けを行 っ た 。図 1

に 「リス ニ ン グ 」 に関す る言語デ
ー

タの 分析過程の
．一

例 を示す。

【言語デー
タ】毎回の 授業の 始め に，セ ン タ

ー
試験対策の リス ニ ン グ問題 の 演習 を行 っ た

」
【切片化】  毎回の授業の 始め　  セ ン ター試験対策　  リス ニ ン グ問題 の 演習

9
【目的1授業 ・セ ン ター試験対策　 【内容 ・方法】問題演習

」ユ
【ラベ ル 付 け】学術 目的志向

図 1　 言 語デー
タ の 分析過程
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　 上記の 方法に よ り，筆者 自身が質問項 目ご と に記述 され た 言語データ の ラ ベ ル 付 けを行

っ た と こ ろ，大学入試等 の 受験 に必要 な学力 の 基盤 とな る言語 知識 の 習得を志 向す る 「学

術 日的志向 （Academic　purpose −oriented ：A）」の授業活動 と使 える英語の 基盤 となる コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 能 力 の 習得 を志 向す る 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 目的 志 向 （Communicative

purpose−oriented ：C ）」 7舌動 に分類 され た （表 2 ）。

表 2　質問 4 〜 9 の 授業内容 ・方法 の 分類

学術 目的志 向 （A） コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 目的 志 向 （C ）

リ リス ニ ン グ試験等 の 問題 演習 （12） 英語 の 歌 （8）
ス 教科書 CD の 聴取 （8） デ ィ ク テ ーシ ョ ン の
二

ン ALT1 （6）
グ

シ ヤ ドウイン グ
2
（6）

リン キ ン グ等 の 音声解説 （1）

ス 教科書音読 （7） ペ ア ワ
ー

ク （7）
ピ

ー

キ

ALTi （5）

ス ピー
チ （4）

ン

グ
シ ヤ ドウイ ン グ

2
（3）

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン （3）

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン （2）

リ 日本語 訳 （17） 読解
3
（16）

上 入試 過 去 問題 演習 （3） 速読 （5）

耳 英文解釈
3
（1） 音読練習 （3）

ン

グ

ラ 和文英訳 （16） 英作文 （8）
イ

テ
文 法説 明 （6） 5 文 作文 （3）

イ 入試 対策 （1） 意見文 （2）
ン

グ
例文暗記 （D エ ツ セ イ （2）

ス ピー
チ 原稿 （1）

董
単語 集 （2D 単語 の 発 音練習 （3）

果 教科書新出単語の 予習 （11） 単語の 意味 ・用法確認 （2）

暗記 （5）

単語 テ ス ト （2）

文 例文解説 （20） 説明 と ドリル （24）
法

注．（　 ）内 の 数字は ， 該 当す る記 述 の 数を表 す 。

　分類 され たデー
タ の 分析 につ い て は ，GTA 分析手 法の 主観的側面 を鑑み，結果 の 信頼性

を高め るた めに ， 質問 10 「最 も不 足 して い る技能」 を 目的変数 （従属変数），他 の 9 項 目を
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説 明変数 （独 立変数）とす る 「決 定木分析 」 を採用 する こ と に し た。決定木分析 と は ，近

年 マ
ーケテ ィ ン クな との 分野て ！キ目され て い る 「テ

ー
タマ イ ニ ン ク 」 とい う分析手法の 1

つ て あ る （野津 田
・高橋 ，

2011）。 決疋 木 は 「膨大 なテ
ー

タか らモ テ ル を帰納的に構築 し，

樹木 の よ うに枝 を分岐 させ て 表現する方法」 （古 田，2007 ，p212 ）て ， こ れを利用する こ と

に よ り，調査 テ
ー

タか ら従属変数 とさま さまな独立変数 との 関係 陛を音味 の あ る パ タ
ー

ン

として抽出す る こ とか て き る 。 さらに ， 従属 変数や独立変数 に関 して ， 量 的変数 と質的変

数 の 両方を使 うこ とか て き る た め今回 の 分析手法 と し て 最適 て あ る と判断 し た。分析に 際

し て は ，質問 10 と他 の 質問に対する回答 に着 目 し，質問 10 の 回答結果に対する影響か 大

き い 質問項 目を決 定木 と して 逐次分割 し，樹木状 の モ テ ル を作成 した 。
こ の 方法に よる と ，

分析結果か視覚的にわか りやす い 図に よっ て表示 され る の て ，可視化 されたテ
ータに基 つ

い て結果 の 解釈 を行 う こ とに した。

3．結果 と考察

3．1 授業全般 に関する回答結果

　高校英語授業に対する 「好き嫌 い 」 に 関す る質問項 目 （質 問 1）に対す る回答結果は 図

2 に示 す通 りて ある。高校入学時よ り 「最初 か ら好 きた っ た 」，つ まり巾学校時代か ら好き

た っ た と回答 した字生 か 48 名 の 内 39 名 （81％）て あ っ た。 こ の 39 名の 「最 も不足す る技

能」 に対す る回答内訳 は 「聞く こ と」 か 3 名　「話す こ と」 か 34 帛 ，
「読む こ と」 か 2名 ，

「書 く こ と」 か 0 名て あ っ た 。 また，「聞 く こ と」 「話 す こ と」 を中心 と し た 中学 校英語 は

嫌 い た っ た か高校時代に好 きにな っ た （最初は嫌い た っ た か途中か ら好 きにな っ た）学生

5 名 に 関 し て は ，2 名か 「聞 く こ と 」 の
，
3 名か 「話すこ と」 の 技能不 足 を最 も感 し る とい

う回答て あ っ た。中学校英語は好 きた っ た か高校時代 に嫌い にな っ た学生 2名 は，い すれ

も 「話す こ と」 の技能不足 を最 も感 しる と い う回答て あっ た。

高校時代、英語は好 きだっ たか

臼 最初か b 好きたっ た

ロ 最 初は 好 きたった が途 中 か b 嫌 い に

なった

m 最初は嫌い た っ た か途中か b 好きに

な っ た

昌 最初か ら嫌い たっ た

ロ 好きても嫌いてもなかっ た

図 2　 高校時代の 英語 「好 き」 「嫌い 」
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　次 に，高校英語 授業で は どの よ うな学習内容 に重 点が置かれ て い たか を尋 ねた結果 を図

3 に示す。実践的 コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力を構成す る要素 と し て位 置づ けられた 「概要 ・

要点 の 把握」 にあ た る大 意把握 を授業 の 重点 と受け 止 め て い た学生 は 1名 の み （2％）であ

っ た。 こ れ に対 し て 「日本語訳」 に つ い て は 11 名 （23 ％）が授業 の 重点 と回答 し た。旧指

導要領に明記 された 「4 領域の 言語活動を総合的，有機的に 関連 させ て 行 う指導」 に あた

る総合的学習を重 点と感 じて い た学生 は 8 名 （17％）であ っ た 。 半数以上 （58％）の 学生は

文 法 ・構文 ・語法 とい っ た 「言語知識」 の 学習が高校英語 の 授業重 点 で あ っ た と回答 し た、

また ，
「日本語 訳 」 と回答 した 学生 11名の 内 8 名が ，「文法 ・構文 ・語法」 と回答 し た学

生 28 名 の 内 22 名が， 「総合的学習」 と回答 した学生 8 名 の 内 6名 がそれ ぞれ 「話す こ と」

の 技能不足 を最 も感 じ る とい う回答で あっ た。

高 校の 授 業で、重 点が置かれ てい た学習 内容とは

囲 大意把握

［コ 日本 語に訳 す

Z 文法 ・構 文・語 法

皿 総合 的学 習

□ その他

図 3　 高校英語授業の 重点

　授業中の 教師の 英語使用 に つ い て は ，図 4 に示 され る状況 とな っ た。「全部英語 」すなわ

ち
“All　in　English”で授業を進め る教師はお らず，「ほ とん ど英語 」 「半分くらい 英語」を合

わせ て 8 名 （17％）の 学生 か ら回答が あっ た。「ほ とん ど 日本語」 とい う回答が 32 名 （67％）

で 目立 っ て 多く，「全部 日本語 」 とい う回答 も 8 名 （17％ ） の 学生 か らあ っ た。また，最 も

不足 す る技 能に関 して は ，
「ほ とん ど」 「半分 く らい 」 と回答 した 学生 8名 も ，

「全部 日本

語」 と回答 し た学生 8名 に つ い て も，それ ぞれ 7 名 が 「話 す こ と」 とい う回答 で あ っ た。
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授業中、教師は どの 程度英語を使 用したか

■ 全部英語だっ た

Z ほとん ど英語だっ た

皿 半 分くらい 英 語だ っ た

匚コほとん ど日本 語だっ た

m 全部 日 本語だっ た

図 4　授業にお け る教師 の 英語 使用 状況

3．2 決定木 によ る分析結果

　決定木分析 の 結果を，図 5 に示す 。 楕円で 囲まれ て い る変数 は ノー ド （node ）と呼ばれ，

そ の 中で も 番 上 に 現れ る ノ
ー

ドを根 （root ）と呼ぶ 。 決 定木 の 分類 は，こ の 根か ら始ま り，

各ノ ー ドが とる値に し た が っ て，枝 （branch）に分 岐 し，最終的 に四角で 囲まれ た葉 （reaf）

に 至 る 。
こ うして 全 サ ン プ ル を繰 り返 しサブ グル ープ に分割 し， 目的変数に大きな影響 を

与 え る説明変数が無 くな ると決定木は それ以 E生成 され な くなる。

　図 5 に示 され る通 り，「話 すこ と」に対 して 「最も不足 し て い る技能 と思 う （
＝で きない ）」

と 「最 も不足 し て い る技能 とは思わな い （；で きる）」 を決定づ けた根 ノ
ー

ドは 「リス ニ ン

グ」 で ある。大学入 試セ ン タ
ー試験対策 と して の 「問題 演習」 や通常の 授業に お ける 「教

科書本 文 の CD 聴取」 等の 学術 目的志向に分類 され る授業活 動に取 り組んで い た学生 （A ）

20 名 の 内 18 名が 話す こ とを 「最 も不足 する技能」 と回答 し た。ま た，第 2 ノー ドは 「ラ

イテ ィ ン グ」 で あ り，「和文 英訳」 や 「文法説明」 等の 学術 目的志 向の 授業活動に 取 り組ん

で い た学生 （A）16名の 内 14名が話す こ とを 「最 も不 足す る技 能」 と回答 した 。 第 3 ノ
ー

ドは 「文法」 で
， 文法 知識 を重視す る学術 目的志 向の 「例文解説」 を受 けて い た学生 （A）5

名 の 内 4 名が 話す こ とを 「最も不足 する技能」 と回答 し た。 こ れ に対 し て ドリル 練習を含

む コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 志向に分類 され た 活動に取 り組 ん で い た学生 （C）7 名に つ い て は 1

名 の み が話す こ とを 「最 も不足す る技能」 と回答 し た。

　なお，本デー
タ の 樹木状の モ デ ル 分割は第 3 ノ

ー
ドで止 ま っ てお り，こ れ 以上決 定木 が

生成され な い こ とか ら ，
「高校時代の 英語 『好き』『嫌い 』」，「高校英語授業の 指導重点」，

「授業 に お ける教師の 英語使用状況 」 や 「ス ピー
キ ン グ」 「リ

ーデ ィ ン グ」 「語 彙」 に関 し

ては ，目的変数 である質問 10 「最 も不 足 して い る技 能 」 に有意な影響 を与 え る説 明変数 で

はなか っ た こ とも明 らか にな っ た。
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図 5　 決定木分析の 結果

3．3 分析結果に対す る考察

　 「話す こ との 技能不足」 を学生 た ちが 自覚す る最大 の 要因 が高校 時代に お け る 「リス ニ

ン グ」 の 授業内容 ・方法で あ っ た こ とは非常 に興味深 い 結果 と言 える。第二 言語習得に は

リス ニ ン グや リ
ーデ ィ ン グに よるイ ン プ ッ ト （input）が不可欠 で あ る 。 音声お よび文 字に

よ る イ ン プ ッ トを処理 し て ，効果 的なタ ス クに よ りイ ン テ イ ク （intake）を促す こ とに よ り，

ス ピー
キ ン グやライ テ ィ ン グ に よ るア ウ トプ ッ ト （output ）が可 能 になる （VanPatten，1996，

2003，2007）。 リス ニ ン グが最大要 因で あっ た とい う今 回 の 分析結果に は，第 二 言語習得 の

メ カ ニ ズ ム に お け る イ ン プ ッ トの 重要性 との 明 ら か な
一

致が見 られ る。また ，決定木 によ

る分割 の 内容 （図 5）を見 る と 「問題演習」 「聴取」 とい っ た 内容理解を 目的 とした リス ニ

ン グ活動に 取 り組 んだ学生 （A）は 「話す こ と」を最も不足 し て い る技能 と 自覚 し て い る の

に対 し ，
「デ ィ ク テ ーシ ョ ン 」 「シ ャ ドウイ ン グ 」 の よ うな文 字や 音声に よるア ウ トプ ッ ト

を伴 うリス ニ ン グ活動 に取 り組 んだ学生 （C）は ， 最 も不足 し て い る技能 とは感 じて い ない 。
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ア ウ トプ ッ ト活動 をプラ ス す る こ と に よ り
， イ ン プ ッ ト処理 を ス ピー

キ ン グな どの ア ウ ト

プ ッ トに転化す るため の 準備が整 え られ る とい うア ウ トプ ッ ト理論 （Swain，1985，1995）
を支持す る結果 と解釈す る こ ともで き る、

　第 2 の 要因 とな っ た 「ライ テ ィ ン グ」 の 指導内容 ・方法に 関 し て は ， 学術目的志向 の 授

業活 動 と して分類 された 「和文英訳」 の よ うに言語形式に習熟す るため の 練習 に取 り組ん

だ学生 （A ）は 「話す こ と」 を最 も不足 して い る技能 と自覚 し て い る の に対 し，「英作文 ・

エ ッ セ イ 」 の よ うな 自分 の 意図や考 え を書 く活 動に取 り組 んだ学生 （C）は ，最 も不足 し て

い る技能 とは感 じ て い ない 。こ の 結果 は，「英作文 ・エ ッ セ イ 」 は 自分 の 言葉で メ ッ セ ージ

を伝 える とい う実際 の 言語使用 の 場を作 り出すの で ，目標言語 習得 を促 進す るイ ン タ ラク

シ ョ ン が よ り多 く展 開 され ，ス ピ ー
キ ン グ能 力 が 伸長 する と い うライ テ ィ ン グの 効 用

（Freed，　Segalowitz，＆ Dewey
，
　2004）との 関連 も考え られ る 。

　第 3 の 要因とな っ た 「文法」 の 指導内容 ・方法に 関 し て は，学術 目的志向の 授業活 動 と

して 分類 され た 「例 文解説 」 に よ っ て 目標 となる文法 項 目を含ん だ例文 の 提示 と説明受け

た学生 （A ）は 「話す こ と」 を最 も不足 して い る技能 と自覚 して い るの に対 し，「説明 と ド

リル 」の 両 方の 活動に取 り組ん だ学生 （C）には最 も不 足 して い る技能 と感 じ る者が少数で

あ る こ とが明 らか に な っ た，、Swain （1995）は，理 想的 な イ ン プ ッ トを受 け た 学習者で あ っ

て も，言語使 用 の 十分な機会が なけれ ば，母語 話者 と同等 の 文法的操作 （syntactic 　use ）能

力に は つ なが らない と主張 した 。 説 明 を受けた 日標文 法を， ドリル を通 してア ウ トプ ッ ト

す る活動が，「ス ピー
キ ン グ に お け る 自動性 （tluent　automatic 　production）」 の 獲得 に つ なが

っ た可 能性 も考え られ る 。

4．まとめ と本調査 に向けて の 課題

　予備調査 と し て ア ン ケ
ー

トの 分 析を行 い ，対象学生 た ちが実際に 教室 で 受けて きた授業

内容 ・方法 の パ タ
ー

ン を分類 した と こ ろ，描出され た 「使え る英語 の 基盤 とな る 『話す こ

と』の 能力 が身に つ く英語授業の イ メ
ージ 」 は以下 の 通 りで あ る 。

　1） リス ニ ン グに よる十分なイ ン プ ッ トが あ り，「デ ィ クテ
ーシ ョ ン 」「シ ャ ドウイ ン グ 」

　　 の よ うな文字や 音声に よ る ア ウ トプ ソ トを伴 う活動に よ りイ ン テ イ ク を促す授業

　2） 言語形式 の練習の ためだけで はな く，自分 の 意見や考 えなどをライ テ ィ ン グに よ り

　　 表現 する言 語活 動 が あ る授業

　3） 目標 とな る 文法項 目に つ い て 理 解す るだ け で はな く，それ を活用 し て 習熟す るた め

　　 の 言語活動が ある授業

　ま た 今回 ， 決 定木 と して は生成 されなか っ た 「教師 の 英語使用 」 に つ い て は ， 教室 にお

け るや り取 りの 約 3 分 の 2 は教師 の 発話が 占め る （Chaudron，
1988）と い う指摘 に もあ る

よ うに ， 学習者に とっ て 適切な レ ベ ル の 英語使用が教師に よ っ て行われ るならば 「リス ニ

ン グに よるイ ン プ ッ ト」 の 構成要素と して の 位置づ けが 可能で あ る 。 ただ し，その 教育的

効果に 関 し て は明確 に され て お らず，今後の 実践 を通 し て 検証 する こ とが 望まれ る 。

　今後の 本調査 実施 に 向けて の 課題 として は，（a）質問項 目 4 〜 9 に 関 して は，今 回の 記

述内容に基づ い て選択肢を作成 し，調査対象学生の 「学術 目的志向」 「コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

志向 」 を 「多肢選択 法 」 に よ りデ ータ収集 し て 客観性 を高め る こ と ， （b）対象 とな る学生

数を大幅に 増や し て 調査規模を拡大 し，よ り決定木 分析の 精度 を高め る こ と，（c ）描出 さ
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れ た授業イメ
ー

ジに基づ き，具体的な教科書を題材 と して 学習指導案を作成 し ， 使 える英

語 の 基盤 とな る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 が 身につ く英語授業 と し て の 妥当性 に つ い て 検討

す る こ とな どが考 え られる、

註

1， ALT に関す る言 語デー
タ の

一例 として，質問 4 （リス ニ ン グ）には 「ALT に よる リス

　 ニ ン グ 中心 の 授業が週 に 1 度あ り，授業は ほぼ全 て 英語 で 行 われ た」 また質問 5 （ス

　　ピ ー
キ ン グ）に は 「ALT の 授業で 会話 を した り， 調 べ た こ とを英語 で 発 表 し た りする

　 活動が あ っ た 」 等の 記載が ある。

2， シ ャ ドウイ ン グに関す る言語 デー
タ の

一例 と して ，質問 4 （リス ニ ン グ）には 「CD を

　 聞き ， 問 をお かず に繰 り返 す活動があっ た」 また質問 5 （ス ピー
キ ン グ）には 「CD に

　 続 い て 同 じ部分を読む シ ャ ドウイ ン グを行 っ た 」 等 の 記 載が ある 。

3． 英文解釈の 言語デー
タ とし て 「一文ずっ 構文 を確認 し た。省略 されて い る主 語や代名

　 詞 の 内容 を明 ら か に した 」 また読解の
一

例 と し て 「パ ラ グ ラ フ ご とに要点を 読み 取 る

　 パ ラグ ラフ ・リーデ ィ ン グを行 っ た 」 等の 記載が あ る。
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付録

高校時代の 英語授業に 関す る ア ン ケ
ー

ト

学籍番号 ： 氏名 ：

　 「英語 科教育研 究」 の 参考資料に させ て い ただ きますの で ，高校時代の 英語授 業に関す

る下記の 質問に答 えて くだ さい 。成績評価等には無 関係 です の で ， 自分 の 経験に基づ い て

回答 して くだ さい 。

質問 1　 高校時代 ， 英語は好きで した か 。

　　　　 a 最初か ら好きだ っ た

　　　　b 最初は好きだ っ たが途 中か ら嫌い にな っ た

　　　　c 最初は嫌い だ っ たが途 中か ら好き になっ た

　　　　d 最初か ら嫌 い だ っ た

　　　　e 好き で も嫌い で もなか っ た

質問 2　高校の 授 業で は ，次の どの 学習内容に 最も重点が 置か れ て い ま した か。

　　　　 a 大意把握

　　　　b 日本語 に訳す

　　　　c 文 法 ・構文 ・語法

　　　　d 総合的学習（聞 く，話す ， 読む ， 書 く）

　　　　e そ の 他

競たし怯戴捌語英いらくのどは生先の人本
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質問 4 　高校 の 授業で， リス ニ ン グ能力 の 向上を 目的 と して ，授業中ど の よ うな活 動を行

　　　い ま したか。具体的な活動内容 を思い 出 して 書い て ください 。
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質問 5　 高校 の授業で ，
ス ピー

キ ン グ能力の 向上 を 目的 と して ， 授 業中 どの よ うな活動 を

　　　行 い ま し た か 。具体的な活動内容を思 い 出し て 書い て くだ さい 。

質問 6　 高校 の授業で ，リ
ーデ ィ ン グ能力の 向上 を 目的 とし て ，授業中 どの よ うな活動 を

　　　行 い ま したか 。 具体的な活動内容を思 い 出して 書 い て くだ さい
。

質問 7　高校 の授業で ，ライテ ィ ン グ能力 の 向上 を 目的 と して ， 授 業中ど の よ うな活 動を

　　　行 い ま し た か 。具体的な活動内容を思い 出し て 書い て くだ さい 。

質問 8　 高校 の授業で ，教科書の 新出語句 にっ い て ，授業中 どの よ うな指導が あ りま した

　　　か 。 ま た，単語力 を伸ばすた めに どの よ うな取 り組み （授業外 も含む ）を行 い ま し

　　　たか、具体的な指導や取 り組み 内容 を思 い 出 し て 書 い て くだ さい。

質問 9　 高校 の 授業で
， 教科書 の 新出文法項 目 に つ い て ，授業中 どの よ うな指導が あ り ま

　　　した か。具体的な指導や 説 明 の 手順 を思 い 出 して書 い て くだ さい
。

質 問 10　あ なた 自身の
， 現在の 英語力 に つ い て ， 次 の どの 技 能が 最 も不 足 し て い る と感 じ

　　　 ます か。

　　　　a 聞 くこ と

　 　 　 　b 話 す こ と

　　　　c 読む こ と

　　　　d 書 く こ と

ご協力 あ りが と うご ざい ま した 。
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